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　広報広聴委員会では「市民に開かれた議会」を目指し、
より多くの方との意見交換を行っていきたいと考えて
います。市民の皆さんの声は議会の議論を豊かにする
大切な力です。暮らしの中で感じたことをぜひお寄せく
ださい。分かりやすく参加しやすい議会づくりを進めて
いきます。

（広報広聴委員：鈴木功三）

暮らしの気づきを議会へ！
皆さんの声をお聞かせください！

【場所】 市役所５階議場および各委員会室
【時間】 午前９時から
【日程】 ２月 16日（月） 開会、議案の説明
  25日（水） 市政に対する一般質問
  26日（木） 市政に対する一般質問
  27日（金） 市政に対する一般質問
 ３月 ２日（月） 予算決算委員会（全体会）
  ３日（火） 予算決算委員会（分科会）
  ４日（水） 予算決算委員会（分科会）
  ５日（木） 常任委員会
  ６日（金） 常任委員会
  17日（火） 予算決算委員会（全体会）
  24日（火） 委員長報告～採決、閉会

２月市議会　定例会のお知らせ

＊変更となる場合があります

いっしょに未来の
ふくろいを創りましょう！

詳しくは 2ページへ ☞

詳しくは4ページへ ☞ ©袋井市

ふるさと納税事業などの
補正予算を可決
10億1,900万円を増額Pickup
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詳しくは８ページへ ☞

市政に対する代表質問を
行いました

ふくろい市議会だより
100号記念特集

市制施行20周年記念

　袋井市議会では、市民の皆さまに開かれた議会をより一層推進するため、本会議の模様をイン
ターネットで生中継しています。
　また、本会議の録画映像もインターネットで順次公開しています。
※録画放送は原則として会議開催日の４日後（土日祝を除く）の午後から視聴できます。

②このボタンをクリック

①インターネット検索画面から で検索袋井市議会中継

③会議一覧からご覧になる会議を選択

市議会本会議の視聴方法

　本会議や常任委員会、特別委員会などの会議は原則として公開しており、どなたでも傍聴することができ
ます。 （本会議66人まで、委員会7人まで） 会議当日、市役所５階の議会事務局で受付の上、傍聴をお願い
します。 なお、本会議・委員会は進行状況により日程が変更となる場合もありますので、あらかじめ議会事
務局（４４－３１４３）へお問い合わせください。 なお、車いすでの傍聴もできます。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

ふくろい市議会だより

100100号記念

みんなで実践！ 5330運動　読み終わった広報紙はチラシや雑誌などと一緒に古紙回収へ
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議員定数を20人とする議案を可決
しました。

平成24年11月１日

38号

創刊１００号
おかげさまで

「ふくろい市議会だより」が
本号で１００号を迎えました。
過去の市議会だよりに掲載さ
れたトピックスとともに、袋井
市議会の歩みを振り返ります。

これからも
ふくろい市議会だよりをよろしくお願いします。

過去のふくろい市議会だよりは
袋井市議会ホームページからご覧いただけます。

平成25年6月定例会
から、一般質問にお
いて一括質問一括答
弁方式と一問一答方
式とを選択できるよ
うにしました。

ふくろい市議会だよりは、おかげさまで100号を迎え
ることができました。今後も市議会の活動を分かり
やすくお伝えするよう鋭意努力してまいりますので、
引き続きご愛読賜りますようお願い申し上げます。

     袋井市議会議長　佐野　武次

平成25年４月15日

40号

平成17年4月1日
旧袋井市・旧浅羽町が

合併し、
新「袋井市」誕生

議員定数を22人とする議案
を可決しました。

平成20年６月15日

16号

袋井市議会基本条例を制定
しました。

平成27年５月１日

50号

第１回議会報告会を開催し
ました。

平成26年４月15日

Pickup
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45号

６月市議会定例会開会日に、ラグビー
ワールドカップ２０１９を盛り上げるた
め、代表ユニフォームを着用しました。

平成30年８月１日

66号

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、アイル
ランドオリンピックチームのキャンプ地「ホストタウ
ン袋井市」をＰＲする企画として、令和２年９月定例会
で、アイルランドポロシャツを着用しました。

令和２年11月１日

76号

袋井市議会委員会
条例の一部改正に
より、委員会名称
および所管事務を
変更しました。

平成23年６月15日

31号

平成27年11月議会から
代表質問を始めました。

平成28年２月１日

54号

市議会だよりをフルカラーに
改めました。

令和６年８月１日

93号

袋井市議会議員
政治倫理条例を
制定しました。

令和７年５月１日

96号

予算決算委員会がスター
トしました。

令和７年９月１日

98号

５月臨時会にて決定された正副議
長と議会構成（全 26人の議員）を
お知らせしました。

平成17年６月15日

創刊号

ふくろい市議会だより

初めての企画として、地元高校生との意見交換
会を開催しました。（袋井商業高校・袋井高校）

73号　令和２年２月１日
74号　令和２年５月１日

73・74号

令和５年度から、広報委
員会と議会報告会企画
委員会を「広報広聴委員
会」に統合しました。

令和５年６月１日

創刊100号記念特集
を掲載しました。

88号

令和8年2月1日

100号

本紙は、市民の皆様と市議会をつなぐ大切な媒体で
ございます。これからも分かりやすく、親しみやす
い議会だよりを目指してまいりますので、引き続き
ご支援よろしくお願い申し上げます。

広報広聴委員長　村松　和幸

ふくろい 市議会だより No.100 2
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おかげさまで

「ふくろい市議会だより」が
本号で１００号を迎えました。
過去の市議会だよりに掲載さ
れたトピックスとともに、袋井
市議会の歩みを振り返ります。

これからも
ふくろい市議会だよりをよろしくお願いします。

過去のふくろい市議会だよりは
袋井市議会ホームページからご覧いただけます。

平成25年6月定例会
から、一般質問にお
いて一括質問一括答
弁方式と一問一答方
式とを選択できるよ
うにしました。
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ることができました。今後も市議会の活動を分かり
やすくお伝えするよう鋭意努力してまいりますので、
引き続きご愛読賜りますようお願い申し上げます。

     袋井市議会議長　佐野　武次
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45号

６月市議会定例会開会日に、ラグビー
ワールドカップ２０１９を盛り上げるた
め、代表ユニフォームを着用しました。

平成30年８月１日

66号

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、アイル
ランドオリンピックチームのキャンプ地「ホストタウ
ン袋井市」をＰＲする企画として、令和２年９月定例会
で、アイルランドポロシャツを着用しました。

令和２年11月１日

76号

袋井市議会委員会
条例の一部改正に
より、委員会名称
および所管事務を
変更しました。

平成23年６月15日

31号

平成27年11月議会から
代表質問を始めました。

平成28年２月１日

54号

市議会だよりをフルカラーに
改めました。

令和６年８月１日

93号

袋井市議会議員
政治倫理条例を
制定しました。

令和７年５月１日

96号

予算決算委員会がスター
トしました。

令和７年９月１日

98号

５月臨時会にて決定された正副議
長と議会構成（全 26人の議員）を
お知らせしました。

平成17年６月15日

創刊号

ふくろい市議会だより

初めての企画として、地元高校生との意見交換
会を開催しました。（袋井商業高校・袋井高校）

73号　令和２年２月１日
74号　令和２年５月１日

73・74号

令和５年度から、広報委
員会と議会報告会企画
委員会を「広報広聴委員
会」に統合しました。

令和５年６月１日

創刊100号記念特集
を掲載しました。

88号

令和8年2月1日

100号

本紙は、市民の皆様と市議会をつなぐ大切な媒体で
ございます。これからも分かりやすく、親しみやす
い議会だよりを目指してまいりますので、引き続き
ご支援よろしくお願い申し上げます。

広報広聴委員長　村松　和幸
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﹇
市
長
提
出
議
案
﹈

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
５
号
お
よ
び
第
６
号
）
は
、
主
に
次

に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
10
億
１
９
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４
１
９

億
７
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
5
号
〉
（
主
な
も
の
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
 

・
・
・
・
・
３
億
５
０
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
額
の
増
加
に
伴
い
、
返
礼
品
な
ど

の
事
業
費
を
増
額
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
人
件
費
 

・
・
・
・
・
３
億
４
０
２
４
万
円

　
人
事
院
勧
告
の
実
施
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

●
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

 

・
・
・
・
・
1
4
9
9
万
円

　
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
を
増
設
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
小
中
学
校
施
設
機
能
向
上
（
空
調
設
置
）
事
業

・
・
・
・
・
2
4
0
万
円

　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
調
査
経
費
の
追
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
な
ど
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
が
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
規
定
さ

れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
か
ら
全
国

の
自
治
体
で
の
実
施
が
必
須
と
な
り
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
地
方
税
制
改
正
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
す
べ

き
部
分
で
あ
る
、
個
人
住
民
税
の
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
な
ど
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
４
月
施
行
の
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
建
築
関
係
手
数
料

の
金
額
の
改
正
と
建
築
確
認
申
請
に
お
け
る
審
査
お
よ
び
検
査
の
特
例
の
有

無
に
よ
る
手
数
料
を
設
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
第
３
次
袋
井
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
10
年
後
（
令
和
17
年
度
）
の
袋
井
市
の
将
来
像
や
目
標
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
「
第
３
次
袋
井
市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
前

半
の
令
和
８
〜
12
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

﹇
議
員
提
出
議
案
﹈

　
市
議
会
は
次
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
た
自
治
体
病
院
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
な
ど
の
自
治
体
病
院
は
、
民
間
で
は
採

算
が
確
保
し
に
く
い
政
策
医
療
を
担
う
「
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
」
で
あ
り
、
そ
の
安
定
的
な

運
営
は
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
に
よ
り
業
務
に
要
す
る
費
用
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
病
院
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
入
院
基
本
料
を
は
じ
め
、
診
療
報
酬
改
定
の
早
期
の
実
施
や
臨
時
的
な
診
療
報
酬
加
算
の
創

設
な
ど
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
に
柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
。

２
　
前
述
の
適
切
な
制
度
改
正
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
国
か
ら
の
直
接
補
助
や
新
た
な
交

付
金
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

３
　
政
策
医
療
に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
の
充
実
に
加
え
、
病
床
割
単
価
の
増
額
や
元
利
償
還

金
に
関
す
る
算
定
基
準
の
改
善
な
ど
、
地
方
財
政
措
置
を
充
実
す
る
こ
と
。

４
　
自
治
体
病
院
等
を
整
備
・
運
営
す
る
自
治
体
に
対
し
、
病
院
事
業
に
係
る
地
方
交
付
税
の
算

定
単
価
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
等
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
病
院
事
業
債
の

返
済
に
関
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
基
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
建
築
資
材
価
格
や

労
務
単
価
の
上
昇
等
の
実
態
を
踏
ま
え
、
地
方
交
付
税
措
置
の
積
算
に
用
い
る
建
築
単
価
の
上

限
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

国
に
対
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

ふ
る
さ
と
納
税

事
業
な
ど
の

補
正
予
算
を
可
決

　
市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
17
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
36
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
と
２
件

の
報
告
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
代
表
質
問
で
は
、
３
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
へ
の
質
問
や
提
案
を
行
い
、

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※　債務負担行為とは
　  １つの事業や事務が単年度で終了しない場合に、議会の議決を経て、その期間と限度額を定めておく制度です。

※

Pickup
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﹇
債
務
負
担
行
為
﹈
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
駅
南
地
区
新
幹
線
南
側
遊
水
池
整
備
工
事
（
第
三
工
区
）

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
８
年
度

《
限
度
額
》
１
億
４
７
０
０
万
円

●
袋
井
駅
南
地
区
新
幹
線
南
側
遊
水
池
整
備
工
事
（
第
四
工
区
）

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
８
年
度

《
限
度
額
》
１
億
４
７
０
０
万
円

●
袋
井
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
等
業
務
委
託

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度

《
限
度
額
》
15
億
５
０
０
０
万
円

●
袋
井
市
立
こ
ど
も
園
調
理
等
業
務
委
託

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度

《
限
度
額
》
１
億
円

〈
第
6
号
〉

●
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

・
・
・
・
・
３
億
８
０
０
万
円

　
0
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
を
対
象
に
１
人
当
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

﹇
債
務
負
担
行
為
﹈
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
駅
南
地
区
新
幹
線
南
側
遊
水
池
整
備
工
事
（
第
三
工
区
）

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
８
年
度

《
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度
額
》
１
億
４
７
０
０
万
円

●
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線
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側
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事
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工
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》
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７
年
度
〜
令
和
８
年
度

《
限
度
額
》
１
億
４
７
０
０
万
円

●
袋
井
市
学
校
給
食
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ン
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ー
調
理
・
配
送
等
業
務
委
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《
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間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
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度

《
限
度
額
》
15
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５
０
０
０
万
円

●
袋
井
市
立
こ
ど
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園
調
理
等
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務
委
託

《
期
　
間
》
令
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７
年
度
〜
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和
11
年
度

《
限
度
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億
円

〈
第
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号
〉

●
物
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対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

・
・
・
・
・
３
億
８
０
０
万
円

　
0
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
を
対
象
に
１
人
当
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
制
定
（
主
な
も
の
）

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

そ
の
他

こども若者家庭センター

全
て
の
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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11月
定例会
11月
定例会
11月
定例会

﹇
市
長
提
出
議
案
﹈

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
５
号
お
よ
び
第
６
号
）
は
、
主
に
次

に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
10
億
１
９
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４
１
９

億
７
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
5
号
〉
（
主
な
も
の
）

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
 

・
・
・
・
・
３
億
５
０
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
額
の
増
加
に
伴
い
、
返
礼
品
な
ど

の
事
業
費
を
増
額
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
人
件
費
 

・
・
・
・
・
３
億
４
０
２
４
万
円

　
人
事
院
勧
告
の
実
施
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

●
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

 

・
・
・
・
・
1
4
9
9
万
円

　
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
を
増
設
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
小
中
学
校
施
設
機
能
向
上
（
空
調
設
置
）
事
業

・
・
・
・
・
2
4
0
万
円

　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
調
査
経
費
の
追
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
な
ど
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
が
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
規
定
さ

れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
か
ら
全
国

の
自
治
体
で
の
実
施
が
必
須
と
な
り
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
地
方
税
制
改
正
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
す
べ

き
部
分
で
あ
る
、
個
人
住
民
税
の
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
な
ど
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
４
月
施
行
の
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
建
築
関
係
手
数
料

の
金
額
の
改
正
と
建
築
確
認
申
請
に
お
け
る
審
査
お
よ
び
検
査
の
特
例
の
有

無
に
よ
る
手
数
料
を
設
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
第
３
次
袋
井
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
10
年
後
（
令
和
17
年
度
）
の
袋
井
市
の
将
来
像
や
目
標
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
「
第
３
次
袋
井
市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
前

半
の
令
和
８
〜
12
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

﹇
議
員
提
出
議
案
﹈

　
市
議
会
は
次
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
た
自
治
体
病
院
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
な
ど
の
自
治
体
病
院
は
、
民
間
で
は
採

算
が
確
保
し
に
く
い
政
策
医
療
を
担
う
「
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
」
で
あ
り
、
そ
の
安
定
的
な

運
営
は
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
に
よ
り
業
務
に
要
す
る
費
用
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
病
院
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
入
院
基
本
料
を
は
じ
め
、
診
療
報
酬
改
定
の
早
期
の
実
施
や
臨
時
的
な
診
療
報
酬
加
算
の
創

設
な
ど
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
に
柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
。

２
　
前
述
の
適
切
な
制
度
改
正
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
国
か
ら
の
直
接
補
助
や
新
た
な
交

付
金
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

３
　
政
策
医
療
に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
の
充
実
に
加
え
、
病
床
割
単
価
の
増
額
や
元
利
償
還

金
に
関
す
る
算
定
基
準
の
改
善
な
ど
、
地
方
財
政
措
置
を
充
実
す
る
こ
と
。

４
　
自
治
体
病
院
等
を
整
備
・
運
営
す
る
自
治
体
に
対
し
、
病
院
事
業
に
係
る
地
方
交
付
税
の
算

定
単
価
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
等
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
病
院
事
業
債
の

返
済
に
関
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
基
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
建
築
資
材
価
格
や

労
務
単
価
の
上
昇
等
の
実
態
を
踏
ま
え
、
地
方
交
付
税
措
置
の
積
算
に
用
い
る
建
築
単
価
の
上

限
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
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提
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、
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、
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生
労
働
大
臣
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に
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す
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（
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事
業
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ど
の
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正
予
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を
可
決

　
市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
17
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
36
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
議
案
と
２
件

の
報
告
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
代
表
質
問
で
は
、
３
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
へ
の
質
問
や
提
案
を
行
い
、

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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万
円

●
袋
井
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
配
送
等
業
務
委
託

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度

《
限
度
額
》
15
億
５
０
０
０
万
円

●
袋
井
市
立
こ
ど
も
園
調
理
等
業
務
委
託

《
期
　
間
》
令
和
７
年
度
〜
令
和
11
年
度

《
限
度
額
》
１
億
円

〈
第
6
号
〉

●
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

・
・
・
・
・
３
億
８
０
０
万
円

　
0
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
を
対
象
に
１
人
当
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
制
定
（
主
な
も
の
）

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

そ
の
他

こども若者家庭センター

全
て
の
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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常任委員会レポート 　令和７年度一般会計補正予算をはじめ、条例の一部改
正などの議案を、予算決算委員会各分科会と各常任委員
会で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。

総 務 委 員 会 予 算 決 算 委 員 会

民 生 文 教 委 員 会

　
今
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が

行
わ
れ
る
が
、
特
に
個
人
住
民

税
の
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
に
伴

う
改
正
に
つ
い
て
の
周
知
を
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
ま
た
、
年
齢
19
歳
以
上

23
歳
未
満
、
い
わ
ゆ
る
大
学
生
の
年
代

へ
の
対
応
と
し
て
、
大
学
な
ど
へ
の
案

内
は
考
え
て
い
る
か
。

　
磐
田
税
務
署
と
連
携
し
、
市

内
事
業
所
向
け
の
年
末
調
整
の

説
明
会
や
青
色
申
告
関
係
の
説
明
会
に

お
い
て
改
正
の
説
明
を
行
っ
た
。
今
後
、

広
報
ふ
く
ろ
い
で
確
定
申
告
に
関
す
る

掲
載
の
中
で
周
知
し
て
い
く
。
大
学
な

ど
へ
の
周
知
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問答

　
現
在
施
工
中
の
袋
井
駅
南
新
幹

線
南
側
の
遊
水
池
整
備
に
際
し
、

掘
削
土
砂
は
ど
こ
へ
搬
出
す
る
の
か
。
ま

た
、
一
日
の
排
出
量
は
ど
の
程
度
か
。

　
掘
削
土
砂
は
、
土
質
改
良
プ
ラ

ン
ト
工
場
な
ど
に
搬
出
す
る
。
搬

出
量
は
、
一
日
当
た
り
最
大
約
６
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
、
ダ
ン
プ
カ
ー
約
１
０
０
台

分
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
債
務
負
担
行
為
補
正
〜

問答

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
実

施
に
対
し
て
消
極
的
な
園
が
多
い
と
聞

く
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
第
１
回
の
意
向
調
査
で
は
、

実
施
の
意
向
が
あ
る
園
は
少
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
民
間
園
に
対
し

て
説
明
を
行
い
、
本
年
９
月
に
実
施
し

た
第
２
回
の
調
査
で
は
、
13
園
か
ら
実

施
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、

こ
の
事
業
の
趣
旨
を
周
知
し
、
来
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
公
立
園
で
も
実
施
予
定

が
あ
る
か
。

　
公
立
園
は
、
笠
原
こ
ど
も
園

で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

公
立
園
お
よ
び
民
間
園
に
お
い
て
開
設

を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
決
定
し
た
際

に
は
報
告
し
て
ま
い
り
た
い
。

袋
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

袋
井
市
立
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問答

　
利
用
者
か
ら
負
担
金
を
徴
収

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

金
額
や
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
利
用
者
負
担
金
の
基
準
額
や
、

事
業
認
可
の
手
続
き
、
国
・
県

の
給
付
費
の
算
定
基
礎
と
な
る
公
定
価

格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
末
ご
ろ
に
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
国
の

手
引
に
は
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
示
さ

れ
て
お
り
、
利
用
予
約
、
デ
ー
タ
管
理
、

請
求
書
発
行
の
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
国
か
ら
の
情
報
を
注

視
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

袋
井
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
利
用
者
負

担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問答

問答

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
保
育
所
費
に
充
当
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
企
業
に
報
告
を
す
る
の
か
。

　
今
回
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

申
込
の
際
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
就
学
前
教
育
保
育
の
質
の
向
上
や
、
園

務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と

い
う
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、
寄
付
承
諾
書

に
、
御
希
望
に
沿
っ
た
使
用
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
旨
を
記
載
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
保
育
所
費
〜

問答

　
こ
ど
も
政
策
課
が
育
ち
の
森
に

移
転
す
る
こ
と
に
係
る
修
繕
料
に

は
、
外
壁
塗
装
な
ど
の
ハ
ー
ド
修
繕
も
含

ま
れ
る
の
か
。

　
外
壁
塗
装
な
ど
に
関
し
て
は
、

今
回
の
補
正
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
ど
も
政
策
課
の
移
転
に
伴
い
、
相

談
室
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
相
談
室
新

設
の
た
め
の
修
繕
に
つ
い
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
育
ち
の
森
費
〜

問答

民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会

　
調
整
池
の
浚
渫
３
カ
所
に
つ
い

て
、
上
石
野
と
上
山
梨
の
２
カ
所

に
加
え
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
可
睡
の
杜
１
カ
所
が
示
さ
れ
て
い

る
。
民
間
開
発
さ
れ
た
場
合
、
事
業
者
ま

た
は
地
域
住
民
が
浚
渫
す
る
条
件
で
寄
付

を
受
け
て
い
る
と
思
う
が
、
可
睡
の
杜
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
市
内
各

地
域
で
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
浚
渫
な
ど

の
管
理
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
中
、

民
間
開
発
や
区
画
整
理
で
作
ら
れ
た
調
整

池
の
浚
渫
を
ど
こ
ま
で
行
政
が
行
う
の
か

明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
民
間
開
発
に
伴
う
協
定
で
は
、

管
理
は
基
本
的
に
地
元
と
な
る
が
、

可
睡
の
杜
は
大
規
模
開
発
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
浚
渫
は
市
、
日
常
の
草
刈
な
ど
は

地
元
で
管
理
す
る
協
定
と
な
っ
て
い
る
。

ど
こ
か
ら
が
大
規
模
開
発
で
市
が
ど
こ
ま

で
浚
渫
を
担
う
か
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
今
後
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
債
務
負
担
行
為
補
正
〜

問答

　
今
回
の
指
定
に
係
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
現
指
定

管
理
者
以
外
の
応
募
は
あ
っ
た
の
か
。

　
何
社
か
か
ら
事
前
の
相
談
は

あ
っ
た
が
、
現
受
託
業
者
以
外

の
応
募
は
な
か
っ
た
。

　
委
託
料
の
上
限
額
を
公
表
し

て
い
る
中
で
、
事
前
に
相
談
の

あ
っ
た
業
者
は
、
市
が
提
示
し
た
上
限

額
で
は
難
し
い
と
の
理
由
で
応
募
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

　
事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
内
容

は
、
委
託
料
の
上
限
額
に
関
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
現
受
託
業
者
が
設

置
し
て
い
る
機
器
に
関
し
、
指
定
管
理

者
が
変
わ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か
な
ど

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

袋
井
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

問問 答答

こども若者家庭センターのご案内

遊水池整備工事現場　（令和７年12月現在）

袋井駅南自転車等駐車場

制度のロゴマーク（こども家庭庁のHPより）
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常任委員会レポート 　令和７年度一般会計補正予算をはじめ、条例の一部改
正などの議案を、予算決算委員会各分科会と各常任委員
会で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。

総 務 委 員 会 予 算 決 算 委 員 会

民 生 文 教 委 員 会

　
今
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が

行
わ
れ
る
が
、
特
に
個
人
住
民

税
の
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
に
伴

う
改
正
に
つ
い
て
の
周
知
を
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
ま
た
、
年
齢
19
歳
以
上

23
歳
未
満
、
い
わ
ゆ
る
大
学
生
の
年
代

へ
の
対
応
と
し
て
、
大
学
な
ど
へ
の
案

内
は
考
え
て
い
る
か
。

　
磐
田
税
務
署
と
連
携
し
、
市

内
事
業
所
向
け
の
年
末
調
整
の

説
明
会
や
青
色
申
告
関
係
の
説
明
会
に

お
い
て
改
正
の
説
明
を
行
っ
た
。
今
後
、

広
報
ふ
く
ろ
い
で
確
定
申
告
に
関
す
る

掲
載
の
中
で
周
知
し
て
い
く
。
大
学
な

ど
へ
の
周
知
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問答

　
現
在
施
工
中
の
袋
井
駅
南
新
幹

線
南
側
の
遊
水
池
整
備
に
際
し
、

掘
削
土
砂
は
ど
こ
へ
搬
出
す
る
の
か
。
ま

た
、
一
日
の
排
出
量
は
ど
の
程
度
か
。

　
掘
削
土
砂
は
、
土
質
改
良
プ
ラ

ン
ト
工
場
な
ど
に
搬
出
す
る
。
搬

出
量
は
、
一
日
当
た
り
最
大
約
６
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
、
ダ
ン
プ
カ
ー
約
１
０
０
台

分
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
債
務
負
担
行
為
補
正
〜

問答

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
実

施
に
対
し
て
消
極
的
な
園
が
多
い
と
聞

く
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
第
１
回
の
意
向
調
査
で
は
、

実
施
の
意
向
が
あ
る
園
は
少
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
民
間
園
に
対
し

て
説
明
を
行
い
、
本
年
９
月
に
実
施
し

た
第
２
回
の
調
査
で
は
、
13
園
か
ら
実

施
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、

こ
の
事
業
の
趣
旨
を
周
知
し
、
来
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
公
立
園
で
も
実
施
予
定

が
あ
る
か
。

　
公
立
園
は
、
笠
原
こ
ど
も
園

で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

公
立
園
お
よ
び
民
間
園
に
お
い
て
開
設

を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
決
定
し
た
際

に
は
報
告
し
て
ま
い
り
た
い
。

袋
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

袋
井
市
立
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問答

　
利
用
者
か
ら
負
担
金
を
徴
収

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

金
額
や
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
利
用
者
負
担
金
の
基
準
額
や
、

事
業
認
可
の
手
続
き
、
国
・
県

の
給
付
費
の
算
定
基
礎
と
な
る
公
定
価

格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
末
ご
ろ
に
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
国
の

手
引
に
は
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
示
さ

れ
て
お
り
、
利
用
予
約
、
デ
ー
タ
管
理
、

請
求
書
発
行
の
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
国
か
ら
の
情
報
を
注

視
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

袋
井
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
利
用
者
負

担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問答

問答

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
保
育
所
費
に
充
当
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
使
途
は
ど

の
よ
う
に
企
業
に
報
告
を
す
る
の
か
。

　
今
回
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

申
込
の
際
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
就
学
前
教
育
保
育
の
質
の
向
上
や
、
園

務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と

い
う
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、
寄
付
承
諾
書

に
、
御
希
望
に
沿
っ
た
使
用
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
旨
を
記
載
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
保
育
所
費
〜

問答

　
こ
ど
も
政
策
課
が
育
ち
の
森
に

移
転
す
る
こ
と
に
係
る
修
繕
料
に

は
、
外
壁
塗
装
な
ど
の
ハ
ー
ド
修
繕
も
含

ま
れ
る
の
か
。

　
外
壁
塗
装
な
ど
に
関
し
て
は
、

今
回
の
補
正
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
ど
も
政
策
課
の
移
転
に
伴
い
、
相

談
室
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
相
談
室
新

設
の
た
め
の
修
繕
に
つ
い
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
育
ち
の
森
費
〜

問答

民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会

　
調
整
池
の
浚
渫
３
カ
所
に
つ
い

て
、
上
石
野
と
上
山
梨
の
２
カ
所

に
加
え
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
可
睡
の
杜
１
カ
所
が
示
さ
れ
て
い

る
。
民
間
開
発
さ
れ
た
場
合
、
事
業
者
ま

た
は
地
域
住
民
が
浚
渫
す
る
条
件
で
寄
付

を
受
け
て
い
る
と
思
う
が
、
可
睡
の
杜
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
市
内
各

地
域
で
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
浚
渫
な
ど

の
管
理
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
中
、

民
間
開
発
や
区
画
整
理
で
作
ら
れ
た
調
整

池
の
浚
渫
を
ど
こ
ま
で
行
政
が
行
う
の
か

明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
民
間
開
発
に
伴
う
協
定
で
は
、

管
理
は
基
本
的
に
地
元
と
な
る
が
、

可
睡
の
杜
は
大
規
模
開
発
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
浚
渫
は
市
、
日
常
の
草
刈
な
ど
は

地
元
で
管
理
す
る
協
定
と
な
っ
て
い
る
。

ど
こ
か
ら
が
大
規
模
開
発
で
市
が
ど
こ
ま

で
浚
渫
を
担
う
か
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
今
後
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

〜
債
務
負
担
行
為
補
正
〜

問答

　
今
回
の
指
定
に
係
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
現
指
定

管
理
者
以
外
の
応
募
は
あ
っ
た
の
か
。

　
何
社
か
か
ら
事
前
の
相
談
は

あ
っ
た
が
、
現
受
託
業
者
以
外

の
応
募
は
な
か
っ
た
。

　
委
託
料
の
上
限
額
を
公
表
し

て
い
る
中
で
、
事
前
に
相
談
の

あ
っ
た
業
者
は
、
市
が
提
示
し
た
上
限

額
で
は
難
し
い
と
の
理
由
で
応
募
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

　
事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
内
容

は
、
委
託
料
の
上
限
額
に
関
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
現
受
託
業
者
が
設

置
し
て
い
る
機
器
に
関
し
、
指
定
管
理

者
が
変
わ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か
な
ど

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

袋
井
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

問問 答答

こども若者家庭センターのご案内

遊水池整備工事現場　（令和７年12月現在）

袋井駅南自転車等駐車場

制度のロゴマーク（こども家庭庁のHPより）

ふくろい 市議会だより No.1007



共
創
ふ
く
ろ
い

お
お
　
　
た
　
　
　
ゆ
う
　
　
す
け

た
て
　
　
い
し
　
　
や
す
　
　
ひ
ろ

太
田
裕
介
議
員

　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
普
及
は
、
市
で
取

り
組
む
遊
水
池
や
校
庭
貯
留
施
設
な
ど
と

同
様
に
、
水
を
た
め
る
と
い
う
直
接
的
な
治
水
効

果
と
と
も
に
、
取
組
を
通
じ
て
、
流
域
治
水
へ
の

理
解
が
深
ま
る
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
各
家
庭
に
お
け
る
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設

置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
来
年
度
に
創
設
す
る
。

ま
た
、
タ
ン
ク
設
置
に
伴
う
補
助
申
請
や
事
前
相

談
の
際
に
は
、
設
置
方
法
や
管
理
方
法
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

・
健
康
寿
命
の
延
伸
と
活
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

・
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
ま
ち
を
目
指
し
て

・
市
民
が
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
成
果
重

視
の
観
点
か
ら
政
策
的
予
算
を
確
保
す
る

た
め
の
市
の
基
本
方
針
は
。

　
財
政
の
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
、

確
か
な
市
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
全

事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
人
件
費
の
適
正
化
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
自
主
財
源
の

確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
５
つ
の
柱
を
定

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
下
支
え
と
な
る
財
政
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
捻
出
し
た
財
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て
は
、
毎

年
度
実
施
す
る
政
策
評
価
を
中
心
に
、
そ
の
方
針

を
定
め
て
い
く
。

　
公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

　
児
童
生
徒
数
の
よ
り
正
確
な
見
込
み

や
、
現
状
の
学
校
の
成
果
や
課
題
、
特
に

小
規
模
校
に
お
け
る
洗
い
出
し
の
ほ
か
、
地
域
の

連
携
状
況
の
把
握
や
、
通
学
の
安
全
対
策
な
ど
、

多
方
面
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
、
望
ま
し
い
学
校

の
姿
の
検
討
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
民
地
な
ど
へ
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、

補
助
制
度
や
技
術
支
援
な
ど
の
支
援
策
を

講
ず
る
考
え
は
。

答 問答 問問 令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
を
踏
ま
え
て

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
共
助
の
強
化
を

雨水貯留タンク

緑
風
会

お
お
　
　
ば
　
　
　
ま
さ
　
　
あ
き

大
場
正
昭
議
員

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童

へ
の
支
援
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り
や
学
校
内
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て

い
る
児
童
は
、
本
年
11
月
現
在
７
人
で
あ
る
。
各

ク
ラ
ブ
で
は
子
ど
も
一
人
一
人
の
思
い
や
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
支
援
に
努
め
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
全
て
の

児
童
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
小
学
校
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
幼
児
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問
指
導
や
、
従
事
す
る
支

援
員
な
ど
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、
居
場
所
と
し

て
の
「
量
」
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
「
質
」
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

・
財
政
健
全
化
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・
日
本
一
健
康
文
化
都
市
の
実
現
に
向
け
て

ほ
か

　
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
新

規
・
拡
充
事
業
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
捻

出
す
る
の
か
。

　
市
の
裁
量
が
大
き
い
事
業
は
、
評
価
表

を
用
い
た
評
価
を
徹
底
し
、
リ
セ
ッ
ト
の

視
点
で
見
直
し
を
加
え
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
６

％
の
減
、
１
億
８
０
０
０
万
円
の
削
減
を
す
る
こ

と
、
新
規
・
拡
充
事
業
の
要
求
は
、
既
存
事
業
の

廃
止
や
縮
小
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
新
た
な
財

源
の
確
保
や
受
益
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

自
ら
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
世
代
に
照
準

を
絞
っ
た
施
策
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。　

本
年
度
か
ら
新
た
に
「
こ
ど
も
若
者
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
就
労
、
社
会
生
活
で
困
難
を
有
す
る
若

者
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
一
体
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
機
能
連
携
を
強

化
し
、
相
談
窓
口
の
集
約
や
、
総
合
型
相
談
支
援

体
制
を
整
え
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
ど
も
若

者
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
「
こ
ど
も
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
子
ど
も
施
策
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答 問

答 答問

答 問

そ
の
他
の
質
問
事
項

放課後児童クラブの活動の様子

市
民
ク
ラ
ブ

立
石
泰
広
議
員

　
現
状
は
、
機
器
の
不
具
合
や
障
害
物
の

堆
積
に
よ
り
、
土
砂
移
動
量
が
確
保
で
き

て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。
県
は
今
後
、
機
能
回

復
に
向
け
た
対
応
案
と
維
持
管
理
計
画
案
を
、
本

年
度
末
を
目
途
に
ま
と
め
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
小
規
模
事
業
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ

化
支
援
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
伴
走
支
援
と
デ

ジ
タ
ル
機
器
導
入
を
一
体
的
に
支
援
し
て

お
り
、
好
事
例
は
共
有
し
、
市
内
事
業
者
へ
の
横

展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
の
た

め
の
小
規
模
修
繕
参
加
登
録
制
度
の
現
状

と
方
針
は
。

　
本
年
度
よ
り
、
小
規
模
修
繕
の
対
象
と

す
る
金
額
を
50
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
た
。
引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

・
次
年
度
の
予
算
編
成
方
針

　
本
年
６
月
、
浅
羽
海
岸
の
新
し
い
防
潮

堤
が
完
成
し
た
。
安
心
・
安
全
度
は
ど
う

か
。

　
県
が
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
の
整
備
効
果

に
つ
い
て
検
証
し
、
津
波
被
害
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。
公
表
さ
れ

る
被
害
想
定
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
に
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
浅
羽
東
地
区
の
指
定
避
難
所
で
は
、
避

難
者
を
収
容
し
き
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
の
指
定
避
難
所
が
収
容
人
数
を
超

え
、
避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
安
全
に
避

難
で
き
る
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
。　

国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
、

現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
令
和
４
年
に
県
が
磐
田
市
内
の
太
田
川

右
岸
側
で
現
道
に
接
続
さ
せ
、
そ
れ
よ
り

東
側
区
間
の
現
道
を
４
車
線
化
す
る
整
備
方
針
を

ま
と
め
た
。

　
国
道
１
５
０
号
の
４
車
線
化
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
沿
線
の
土
地
利
用
を
ど
う

進
め
る
か
。

　
策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
沿
線
を
活
力
創
出
ゾ
ー
ン
に
位
置

付
け
て
い
る
。
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
都
市
計

画
決
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
福
田
漁
港
・
浅
羽
海
岸
サ
ン
ド
バ
イ
パ

ス
事
業
の
目
標
未
達
成
の
要
因
と
今
後
の

対
応
は
。

答 問答 問

答 答問答 問

答答 問問問 市
南
部
地
域
の
課
題

そ
の
他
の
質
問
事
項

中
小
企
業
振
興

浅羽海岸の「静岡モデル防潮堤」

市政に対する 代表質問
ホームページにて代表質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

Questi
on

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
の
整
備

そ
の
他
の
質
問
事
項

令
和
８
年
度
予
算
編
成

人
口
減
少
対
策
の
推
進
を

Pickup

3

子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に
関
す
る

重
要
課
題

　個々の議員が市政全般にわたり市長・教育長に対して行う質問で、
各定例会で行います。質問時間は一人30分以内となっています。

　代表質問・一般質問は、次の２つ
の質問方式から選択して行います。
①一括質問一括答弁
　議員が全ての質問をまとめて行い、
市長などもまとめて答弁を行います。
　なお、再質問・再々質問まで行う
ことができます。
②一問一答
　議員の質問と市長などの答弁を一
問ずつ交互に行います。

　代表質問・一般質問の通告内容は
ホームページからご覧いただけます。

　翌年度の市政の運営に向けて会派の政策提言・提案という趣旨で
会派を代表する議員が行うものです。
　本市議会では11月市議会定例会で、一般質問に先立ち行います。
質問時間は、会派の人数によって異なります。

代表質問とは

一般質問とは

質問内容

質問方式

１会派あたり20分 ＋ （会派の人数×５分）　※上限60分

〇共創ふくろい
　20分＋（9人×５分）＝60分（上限）

〇市民クラブ
　20分＋（２人×５分）＝30分

〇緑風会
　20分＋（8人×５分）＝60分

ふくろい 市議会だより No.100 8



共
創
ふ
く
ろ
い

お
お
　
　
た
　
　
　
ゆ
う
　
　
す
け

た
て
　
　
い
し
　
　
や
す
　
　
ひ
ろ

太
田
裕
介
議
員

　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
普
及
は
、
市
で
取

り
組
む
遊
水
池
や
校
庭
貯
留
施
設
な
ど
と

同
様
に
、
水
を
た
め
る
と
い
う
直
接
的
な
治
水
効

果
と
と
も
に
、
取
組
を
通
じ
て
、
流
域
治
水
へ
の

理
解
が
深
ま
る
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
各
家
庭
に
お
け
る
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設

置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
来
年
度
に
創
設
す
る
。

ま
た
、
タ
ン
ク
設
置
に
伴
う
補
助
申
請
や
事
前
相

談
の
際
に
は
、
設
置
方
法
や
管
理
方
法
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

・
健
康
寿
命
の
延
伸
と
活
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り

・
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

・
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
ま
ち
を
目
指
し
て

・
市
民
が
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
成
果
重

視
の
観
点
か
ら
政
策
的
予
算
を
確
保
す
る

た
め
の
市
の
基
本
方
針
は
。

　
財
政
の
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
、

確
か
な
市
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
全

事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
人
件
費
の
適
正
化
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
自
主
財
源
の

確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
５
つ
の
柱
を
定

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
下
支
え
と
な
る
財
政
基
盤
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
捻
出
し
た
財
源
の
有
効
活
用
に
向
け
て
は
、
毎

年
度
実
施
す
る
政
策
評
価
を
中
心
に
、
そ
の
方
針

を
定
め
て
い
く
。

　
公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

　
児
童
生
徒
数
の
よ
り
正
確
な
見
込
み

や
、
現
状
の
学
校
の
成
果
や
課
題
、
特
に

小
規
模
校
に
お
け
る
洗
い
出
し
の
ほ
か
、
地
域
の

連
携
状
況
の
把
握
や
、
通
学
の
安
全
対
策
な
ど
、

多
方
面
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
、
望
ま
し
い
学
校

の
姿
の
検
討
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
民
地
な
ど
へ
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、

補
助
制
度
や
技
術
支
援
な
ど
の
支
援
策
を

講
ず
る
考
え
は
。

答 問答 問問 令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
を
踏
ま
え
て

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
共
助
の
強
化
を

雨水貯留タンク

緑
風
会

お
お
　
　
ば
　
　
　
ま
さ
　
　
あ
き

大
場
正
昭
議
員

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童

へ
の
支
援
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り
や
学
校
内
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て

い
る
児
童
は
、
本
年
11
月
現
在
７
人
で
あ
る
。
各

ク
ラ
ブ
で
は
子
ど
も
一
人
一
人
の
思
い
や
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
支
援
に
努
め
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
全
て
の

児
童
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る

た
め
、
小
学
校
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
幼
児
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問
指
導
や
、
従
事
す
る
支

援
員
な
ど
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、
居
場
所
と
し

て
の
「
量
」
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
「
質
」
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

・
財
政
健
全
化
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・
日
本
一
健
康
文
化
都
市
の
実
現
に
向
け
て

ほ
か

　
令
和
８
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
新

規
・
拡
充
事
業
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
捻

出
す
る
の
か
。

　
市
の
裁
量
が
大
き
い
事
業
は
、
評
価
表

を
用
い
た
評
価
を
徹
底
し
、
リ
セ
ッ
ト
の

視
点
で
見
直
し
を
加
え
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
６

％
の
減
、
１
億
８
０
０
０
万
円
の
削
減
を
す
る
こ

と
、
新
規
・
拡
充
事
業
の
要
求
は
、
既
存
事
業
の

廃
止
や
縮
小
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
新
た
な
財

源
の
確
保
や
受
益
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

自
ら
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
世
代
に
照
準

を
絞
っ
た
施
策
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。　

本
年
度
か
ら
新
た
に
「
こ
ど
も
若
者
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
就
労
、
社
会
生
活
で
困
難
を
有
す
る
若

者
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
一
体
的
な
支
援
を
行
う

た
め
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
機
能
連
携
を
強

化
し
、
相
談
窓
口
の
集
約
や
、
総
合
型
相
談
支
援

体
制
を
整
え
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
ど
も
若

者
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
「
こ
ど
も
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
子
ど
も
施
策
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答 問

答 答問

答 問

そ
の
他
の
質
問
事
項

放課後児童クラブの活動の様子

市
民
ク
ラ
ブ

立
石
泰
広
議
員

　
現
状
は
、
機
器
の
不
具
合
や
障
害
物
の

堆
積
に
よ
り
、
土
砂
移
動
量
が
確
保
で
き

て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。
県
は
今
後
、
機
能
回

復
に
向
け
た
対
応
案
と
維
持
管
理
計
画
案
を
、
本

年
度
末
を
目
途
に
ま
と
め
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
小
規
模
事
業
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ｘ

化
支
援
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
伴
走
支
援
と
デ

ジ
タ
ル
機
器
導
入
を
一
体
的
に
支
援
し
て

お
り
、
好
事
例
は
共
有
し
、
市
内
事
業
者
へ
の
横

展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
の
た

め
の
小
規
模
修
繕
参
加
登
録
制
度
の
現
状

と
方
針
は
。

　
本
年
度
よ
り
、
小
規
模
修
繕
の
対
象
と

す
る
金
額
を
50
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
た
。
引
き
続
き
、
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

・
次
年
度
の
予
算
編
成
方
針

　
本
年
６
月
、
浅
羽
海
岸
の
新
し
い
防
潮

堤
が
完
成
し
た
。
安
心
・
安
全
度
は
ど
う

か
。

　
県
が
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
の
整
備
効
果

に
つ
い
て
検
証
し
、
津
波
被
害
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。
公
表
さ
れ

る
被
害
想
定
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
に
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
浅
羽
東
地
区
の
指
定
避
難
所
で
は
、
避

難
者
を
収
容
し
き
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
の
指
定
避
難
所
が
収
容
人
数
を
超

え
、
避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
安
全
に
避

難
で
き
る
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
。　

国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
、

現
状
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
令
和
４
年
に
県
が
磐
田
市
内
の
太
田
川

右
岸
側
で
現
道
に
接
続
さ
せ
、
そ
れ
よ
り

東
側
区
間
の
現
道
を
４
車
線
化
す
る
整
備
方
針
を

ま
と
め
た
。

　
国
道
１
５
０
号
の
４
車
線
化
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
沿
線
の
土
地
利
用
を
ど
う

進
め
る
か
。

　
策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
沿
線
を
活
力
創
出
ゾ
ー
ン
に
位
置

付
け
て
い
る
。
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
都
市
計

画
決
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
福
田
漁
港
・
浅
羽
海
岸
サ
ン
ド
バ
イ
パ

ス
事
業
の
目
標
未
達
成
の
要
因
と
今
後
の

対
応
は
。

答 問答 問

答 答問答 問

答答 問問問 市
南
部
地
域
の
課
題

そ
の
他
の
質
問
事
項

中
小
企
業
振
興

浅羽海岸の「静岡モデル防潮堤」

市政に対する 代表質問
ホームページにて代表質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

Questi
on

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
の
整
備

そ
の
他
の
質
問
事
項

令
和
８
年
度
予
算
編
成

人
口
減
少
対
策
の
推
進
を

Pickup

3

子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に
関
す
る

重
要
課
題

　個々の議員が市政全般にわたり市長・教育長に対して行う質問で、
各定例会で行います。質問時間は一人30分以内となっています。

　代表質問・一般質問は、次の２つ
の質問方式から選択して行います。
①一括質問一括答弁
　議員が全ての質問をまとめて行い、
市長などもまとめて答弁を行います。
　なお、再質問・再々質問まで行う
ことができます。
②一問一答
　議員の質問と市長などの答弁を一
問ずつ交互に行います。

　代表質問・一般質問の通告内容は
ホームページからご覧いただけます。

　翌年度の市政の運営に向けて会派の政策提言・提案という趣旨で
会派を代表する議員が行うものです。
　本市議会では11月市議会定例会で、一般質問に先立ち行います。
質問時間は、会派の人数によって異なります。

代表質問とは

一般質問とは

質問内容

質問方式

１会派あたり20分 ＋ （会派の人数×５分）　※上限60分

〇共創ふくろい
　20分＋（9人×５分）＝60分（上限）

〇市民クラブ
　20分＋（２人×５分）＝30分

〇緑風会
　20分＋（8人×５分）＝60分
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　
袋
井
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。　

昨
年
度
の
農
作
物
被

害
金
額
は
約
１
６
４
万

円
、
被
害
面
積
は
約
１
８
９
ア

ー
ル
と
な
り
、
被
害
を
抑
え
る

こ
と
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
県

や
西
部
猟
友
会
袋
井
支
部
と
連

携
し
、
効
果
的
な
有
害
鳥
獣
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
外
来
生
物
法
の
「
入

れ
な
い
・
捨
て
な
い
・

拡
げ
な
い
」
の
３
原
則
を
広
め

る
こ
と
が
重
要
。
啓
発
活
動
の

展
開
を
伺
う
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ロ
ー
ね
っ
と
で
の
周

知
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ
た
市

役
所
や
図
書
館
で
の
展
示
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民

環
境
ネ
ッ
ト
ふ
く
ろ
い
に
よ
る

出
前
エ
コ
教
室
で
の
外
来
生
物

に
関
す
る
講
座
な
ど
に
よ
り
、

市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

　
第
５
次
袋
井
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
て
い
る
の
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
身

体
活
動
に
活
用
し
た
仮

想
空
間
で
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な

ど
は
、
健
康
促
進
や
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成
、
共
生
社
会
の
実
現

な
ど
に
期
待
さ
れ
る
重
要
な
ツ

ー
ル
と
し
て
捉
え
、
本
計
画
に

も
反
映
し
て
い
き
た
い
。

外
来
生
物
・
野
生
鳥
獣

対
策
の
強
化

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
深
化
と
拡
張

問問 答答

問答

外来種スクミリンゴガイ〈ジャンボタニシ〉

木
下

　正
議
員

き

　し
た

　
　
　た
だ
し

　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
育

成
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
企
業
や
金
融
機
関
、

大
学
、
行
政
、
市
民
お

よ
び
市
民
活
動
団
体
で
活
躍
す

る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
リ
ビ

ン
グ
ラ
ボ
研
究
会
の
設
置
が
承

認
さ
れ
た
。
社
会
や
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
促

し
、
民
間
の
発
意
を
起
点
と
し

た
、
自
走
で
き
る
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
研
究
、
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　
ふ
く
ろ
い
型
リ
ビ
ン

グ
ラ
ボ
の
テ
ー
マ
は
。

　
本
年
度
進
め
て
い
る

「
２
９
６
１
ス
マ
ー
ト

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ト
リ

ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
、
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
手
法
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　
創
業
支
援
な
ど
の
市

の
役
割
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
共
創
や
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
い
う
新
し
い
概
念

を
よ
り
多
く
の
方
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
内
へ
の

普
及
啓
発
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
「
バ
ー
ズ
」
な
ど
の
活
用
を

は
じ
め
、
誰
も
が
集
ま
り
、
対

話
で
き
る
場
を
充
実
さ
せ
、
共

創
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
実
践

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、
市
の
役
割
と
支
援
の
在
り

方
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
に
よ
る

共
創
型
の
ま
ち
づ
く
り

問答問答

問答

兼
子 

靖
基
議
員

か
ね

　こ

　
　や
す

　き

スマート農業のイメージ

空き家の問題

　
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相

談
会
に
参
加
さ
れ
た
方

の
反
応
や
結
果
は
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会

は
、
空
き
家
の
解
消
や

利
活
用
に
向
け
て
所
有
者
な
ど

を
後
押
し
す
る
有
効
な
機
会
で

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
を

頂
い
て
い
る
。
令
和
４
年
度
・

５
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が

所
有
す
る
空
き
家
46
戸
の
う
ち
、

現
在
ま
で
に
11
戸
が
解
体
や
流

通
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
分
布
調
査
の

実
施
に
よ
る
実
態
把
握

の
進
捗
状
況
は
。

　
来
年
度
末
ま
で
に
は
、

空
き
家
の
所
在
地
や
所

有
者
な
ど
の
情
報
を
整
理
し
た

空
き
家
台
帳
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
空
き
家
所
有
者

に
対
し
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　
空
き
家
の
利
活
用
に

向
け
た
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

の
発
想
に
よ
る
展
開
は
。

　
空
き
家
を
地
域
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社

会
に
お
い
て
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
創
出
な
ど
、
地
域
の
魅
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
非
常
に
重

要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
発
想
を
生
か

し
な
が
ら
、
利
活
用
に
向
け
た

仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。

空
き
家
対
策
と
利
活
用

問答問答

問答

金
子 
晃
久
議
員

か
ね

　こ

　
　 て
る

　ひ
さ

　
今
後
の
取
り
崩
し
の

考
え
と
対
策
は
。

　
実
質
単
年
度
赤
字
が

解
消
で
き
な
け
れ
ば
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
財
源
不
足
を

補
う
た
め
に
基
金
を
活
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

の
財
政
見
通
し
で
は
、
全
事
業

の
見
直
し
、
人
件
費
の
適
正
化
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
、
自
主
財
源
の
確
保
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
の
５
つ
の
柱

を
定
め
、
財
政
健
全
化
に
取
り

組
み
た
い
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
機
会
や
方
法
を
検
討

し
て
い
る
か
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
正

し
く
ご
理
解
い
た
だ
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
、
広
報
ふ
く
ろ
い
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
を
中
心
に
、

他
市
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
障
が
い
者
就
労
施
設

に
お
け
る
課
題
は
。

　
利
用
者
の
高
齢
化
に

伴
い
就
労
定
着
に
つ
な

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
の
増
加
や
、

受
け
入
れ
先
施
設
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。
利
用
者
の
就
労
ニ

ー
ズ
と
障
が
い
特
性
を
よ
り
正

確
に
把
握
し
、
各
施
設
に
お
け

る
相
談
機
能
の
専
門
性
を
高
め
、

持
続
的
な
就
労
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
活
用

障
が
い
者
雇
用
へ
の
支
援

問答問答

問答

障がい者就労施設による販売の様子

山
田 

貴
子
議
員

や
ま

　だ

　
　た
か

　こ

　
難
聴
世
帯
以
外
に
も

同
報
無
線
戸
別
受
信
機

を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
配

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
音
声
が
届
く
状
況
や

音
量
な
ど
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
貸
与
し
て
い
き

た
い
。　

自
助
・
共
助
・
公
助

＋
近
助
の
考
え
を
広
め

て
は
ど
う
か
。

　
自
治
会
の
班
単
位
で

の
安
否
確
認
を
は
じ
め
、

要
配
慮
者
の
避
難
支
援
や
救

出
・
救
助
な
ど
を
、
隣
近
所
で

声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
う
訓

練
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
平
時
か
ら

自
治
会
を
通
じ
て
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
地
域
で
助
け
合

え
る
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
て

い
き
た
い
。

　
温
室
農
家
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
現
在

使
用
し
て
い
な
い
温
室
な
ど
把

握
し
て
い
る
か
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、

荒
廃
状
況
を
確
認
す
る

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
本
年
度
、
農
業
委
員

会
の
協
力
に
よ
り
、
空
き
温
室

や
温
室
跡
地
お
よ
び
周
辺
道
路

や
上
水
道
、
排
水
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
情
報
に
つ
い
て
も
調
査
を

実
施
す
る
。

村
松 

孝
師
議
員

防
災
・
減
災
の
取
組

農
村
環
境
の
保
全
に

向
け
た
取
組

問答問答

問答

む
ら 

ま
つ

　
　た
か

　の
り

同報無線戸別受信機

　
国
際
基
準
の
ス
フ
ィ

ア
基
準
で
は
、
ト
イ
レ

は
発
災
初
期
段
階
で
は
50
人
に

１
基
、
そ
の
後
は
20
人
に
１
基

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
最

大
避
難
者
数
は
発
災
翌

日
の
２
万
６
２
４
０
人
と
想
定

し
て
い
る
。
仮
設
ト
イ
レ
や
簡

易
ト
イ
レ
は
約
７
０
０
基
を
備

蓄
し
て
お
り
、
発
災
当
初
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
避
難

が
長
期
化
し
た
場
合
は
満
た
し

て
い
な
い
。

　
避
難
所
の
１
人
当
た

り
の
空
間
は
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
は
対
応
で
き
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
総

延
べ
床
面
積
約
17
万
８

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
基
に
収
容
可

能
人
数
を
算
定
す
る
と
約
２
万

８
０
０
０
人
と
な
り
、
最
低
基

準
は
確
保
し
て
い
る
。

　
国
際
基
準
の
ス
フ
ィ

ア
基
準
で
は
、
ト
イ
レ

は
発
災
初
期
段
階
で
は
50
人
に

１
基
、
そ
の
後
は
20
人
に
１
基

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
最

大
避
難
者
数
は
発
災
翌

日
の
２
万
６
２
４
０
人
と
想
定

し
て
い
る
。
仮
設
ト
イ
レ
や
簡

易
ト
イ
レ
は
約
７
０
０
基
を
備

蓄
し
て
お
り
、
発
災
当
初
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
避
難

が
長
期
化
し
た
場
合
は
満
た
し

て
い
な
い
。

　
避
難
所
の
１
人
当
た

り
の
空
間
は
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
は
対
応
で
き
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
総

延
べ
床
面
積
約
17
万
８

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
基
に
収
容
可

能
人
数
を
算
定
す
る
と
約
２
万

８
０
０
０
人
と
な
り
、
最
低
基

準
は
確
保
し
て
い
る
。

　
安
否
確
認
や
初
動
訓

練
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
、
講
師
を
用

意
し
て
は
ど
う
か
。

　
自
主
防
災
隊
へ
は
、

訓
練
説
明
会
で
、
応
急

給
水
や
簡
易
ト
イ
レ
の
設
営
、

救
出
救
助
訓
練
な
ど
の
訓
練
項

目
を
示
す
と
と
も
に
、
訓
練
の

指
導
や
講
師
と
し
て
、
陸
上
自

衛
隊
や
消
防
な
ど
公
的
機
関
の

ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

災
害
避
難
所
の
環
境
改
善

防
災
訓
練
の
在
り
方
の

見
直
し
は

問問 答答

問答

要配慮者用仮設トイレ

髙
橋 

美
博
議
員

た
か

　は
し

　
　よし

　ひ
ろ
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　
袋
井
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。　

昨
年
度
の
農
作
物
被

害
金
額
は
約
１
６
４
万

円
、
被
害
面
積
は
約
１
８
９
ア

ー
ル
と
な
り
、
被
害
を
抑
え
る

こ
と
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
県

や
西
部
猟
友
会
袋
井
支
部
と
連

携
し
、
効
果
的
な
有
害
鳥
獣
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
外
来
生
物
法
の
「
入

れ
な
い
・
捨
て
な
い
・

拡
げ
な
い
」
の
３
原
則
を
広
め

る
こ
と
が
重
要
。
啓
発
活
動
の

展
開
を
伺
う
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ロ
ー
ね
っ
と
で
の
周

知
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ
た
市

役
所
や
図
書
館
で
の
展
示
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民

環
境
ネ
ッ
ト
ふ
く
ろ
い
に
よ
る

出
前
エ
コ
教
室
で
の
外
来
生
物

に
関
す
る
講
座
な
ど
に
よ
り
、

市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

　
第
５
次
袋
井
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
て
い
る
の
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
身

体
活
動
に
活
用
し
た
仮

想
空
間
で
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な

ど
は
、
健
康
促
進
や
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成
、
共
生
社
会
の
実
現

な
ど
に
期
待
さ
れ
る
重
要
な
ツ

ー
ル
と
し
て
捉
え
、
本
計
画
に

も
反
映
し
て
い
き
た
い
。

外
来
生
物
・
野
生
鳥
獣

対
策
の
強
化

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
深
化
と
拡
張

問問 答答

問答

外来種スクミリンゴガイ〈ジャンボタニシ〉

木
下

　正
議
員

き

　し
た

　
　
　た
だ
し

　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
育

成
や
体
制
整
備
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
企
業
や
金
融
機
関
、

大
学
、
行
政
、
市
民
お

よ
び
市
民
活
動
団
体
で
活
躍
す

る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
リ
ビ

ン
グ
ラ
ボ
研
究
会
の
設
置
が
承

認
さ
れ
た
。
社
会
や
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
促

し
、
民
間
の
発
意
を
起
点
と
し

た
、
自
走
で
き
る
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
研
究
、
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　
ふ
く
ろ
い
型
リ
ビ
ン

グ
ラ
ボ
の
テ
ー
マ
は
。

　
本
年
度
進
め
て
い
る

「
２
９
６
１
ス
マ
ー
ト

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ト
リ

ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
、
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
手
法
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

　
創
業
支
援
な
ど
の
市

の
役
割
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
共
創
や
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
と
い
う
新
し
い
概
念

を
よ
り
多
く
の
方
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
内
へ
の

普
及
啓
発
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
「
バ
ー
ズ
」
な
ど
の
活
用
を

は
じ
め
、
誰
も
が
集
ま
り
、
対

話
で
き
る
場
を
充
実
さ
せ
、
共

創
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
実
践

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、
市
の
役
割
と
支
援
の
在
り

方
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
に
よ
る

共
創
型
の
ま
ち
づ
く
り

問答問答

問答

兼
子 

靖
基
議
員

か
ね

　こ

　
　や
す

　き

スマート農業のイメージ

空き家の問題

　
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相

談
会
に
参
加
さ
れ
た
方

の
反
応
や
結
果
は
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会

は
、
空
き
家
の
解
消
や

利
活
用
に
向
け
て
所
有
者
な
ど

を
後
押
し
す
る
有
効
な
機
会
で

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
を

頂
い
て
い
る
。
令
和
４
年
度
・

５
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が

所
有
す
る
空
き
家
46
戸
の
う
ち
、

現
在
ま
で
に
11
戸
が
解
体
や
流

通
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
分
布
調
査
の

実
施
に
よ
る
実
態
把
握

の
進
捗
状
況
は
。

　
来
年
度
末
ま
で
に
は
、

空
き
家
の
所
在
地
や
所

有
者
な
ど
の
情
報
を
整
理
し
た

空
き
家
台
帳
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
空
き
家
所
有
者

に
対
し
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　
空
き
家
の
利
活
用
に

向
け
た
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

の
発
想
に
よ
る
展
開
は
。

　
空
き
家
を
地
域
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社

会
に
お
い
て
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
創
出
な
ど
、
地
域
の
魅
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
非
常
に
重

要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
発
想
を
生
か

し
な
が
ら
、
利
活
用
に
向
け
た

仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。

空
き
家
対
策
と
利
活
用

問答問答

問答

金
子 

晃
久
議
員

か
ね

　こ

　
　 て
る

　ひ
さ

　
今
後
の
取
り
崩
し
の

考
え
と
対
策
は
。

　
実
質
単
年
度
赤
字
が

解
消
で
き
な
け
れ
ば
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
財
源
不
足
を

補
う
た
め
に
基
金
を
活
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

の
財
政
見
通
し
で
は
、
全
事
業

の
見
直
し
、
人
件
費
の
適
正
化
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
、
自
主
財
源
の
確
保
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
の
５
つ
の
柱

を
定
め
、
財
政
健
全
化
に
取
り

組
み
た
い
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
機
会
や
方
法
を
検
討

し
て
い
る
か
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
正

し
く
ご
理
解
い
た
だ
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
、
広
報
ふ
く
ろ
い
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
を
中
心
に
、

他
市
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
障
が
い
者
就
労
施
設

に
お
け
る
課
題
は
。

　
利
用
者
の
高
齢
化
に

伴
い
就
労
定
着
に
つ
な

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
の
増
加
や
、

受
け
入
れ
先
施
設
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。
利
用
者
の
就
労
ニ

ー
ズ
と
障
が
い
特
性
を
よ
り
正

確
に
把
握
し
、
各
施
設
に
お
け

る
相
談
機
能
の
専
門
性
を
高
め
、

持
続
的
な
就
労
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
活
用

障
が
い
者
雇
用
へ
の
支
援

問答問答

問答

障がい者就労施設による販売の様子

山
田 

貴
子
議
員

や
ま

　だ

　
　た
か

　こ

　
難
聴
世
帯
以
外
に
も

同
報
無
線
戸
別
受
信
機

を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
配

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
音
声
が
届
く
状
況
や

音
量
な
ど
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
貸
与
し
て
い
き

た
い
。　

自
助
・
共
助
・
公
助

＋
近
助
の
考
え
を
広
め

て
は
ど
う
か
。

　
自
治
会
の
班
単
位
で

の
安
否
確
認
を
は
じ
め
、

要
配
慮
者
の
避
難
支
援
や
救

出
・
救
助
な
ど
を
、
隣
近
所
で

声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
う
訓

練
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
平
時
か
ら

自
治
会
を
通
じ
て
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
地
域
で
助
け
合

え
る
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
て

い
き
た
い
。

　
温
室
農
家
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
現
在

使
用
し
て
い
な
い
温
室
な
ど
把

握
し
て
い
る
か
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、

荒
廃
状
況
を
確
認
す
る

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
本
年
度
、
農
業
委
員

会
の
協
力
に
よ
り
、
空
き
温
室

や
温
室
跡
地
お
よ
び
周
辺
道
路

や
上
水
道
、
排
水
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
情
報
に
つ
い
て
も
調
査
を

実
施
す
る
。

村
松 

孝
師
議
員

防
災
・
減
災
の
取
組

農
村
環
境
の
保
全
に

向
け
た
取
組

問答問答

問答

む
ら 

ま
つ

　
　た
か

　の
り

同報無線戸別受信機

　
国
際
基
準
の
ス
フ
ィ

ア
基
準
で
は
、
ト
イ
レ

は
発
災
初
期
段
階
で
は
50
人
に

１
基
、
そ
の
後
は
20
人
に
１
基

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
最

大
避
難
者
数
は
発
災
翌

日
の
２
万
６
２
４
０
人
と
想
定

し
て
い
る
。
仮
設
ト
イ
レ
や
簡

易
ト
イ
レ
は
約
７
０
０
基
を
備

蓄
し
て
お
り
、
発
災
当
初
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
避
難

が
長
期
化
し
た
場
合
は
満
た
し

て
い
な
い
。

　
避
難
所
の
１
人
当
た

り
の
空
間
は
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
は
対
応
で
き
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
総

延
べ
床
面
積
約
17
万
８

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
基
に
収
容
可

能
人
数
を
算
定
す
る
と
約
２
万

８
０
０
０
人
と
な
り
、
最
低
基

準
は
確
保
し
て
い
る
。

　
国
際
基
準
の
ス
フ
ィ

ア
基
準
で
は
、
ト
イ
レ

は
発
災
初
期
段
階
で
は
50
人
に

１
基
、
そ
の
後
は
20
人
に
１
基

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
最

大
避
難
者
数
は
発
災
翌

日
の
２
万
６
２
４
０
人
と
想
定

し
て
い
る
。
仮
設
ト
イ
レ
や
簡

易
ト
イ
レ
は
約
７
０
０
基
を
備

蓄
し
て
お
り
、
発
災
当
初
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
避
難

が
長
期
化
し
た
場
合
は
満
た
し

て
い
な
い
。

　
避
難
所
の
１
人
当
た

り
の
空
間
は
３
・
５
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
は
対
応
で
き
る
か
。

　
市
指
定
避
難
所
の
総

延
べ
床
面
積
約
17
万
８

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
基
に
収
容
可

能
人
数
を
算
定
す
る
と
約
２
万

８
０
０
０
人
と
な
り
、
最
低
基

準
は
確
保
し
て
い
る
。

　
安
否
確
認
や
初
動
訓

練
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
、
講
師
を
用

意
し
て
は
ど
う
か
。

　
自
主
防
災
隊
へ
は
、

訓
練
説
明
会
で
、
応
急

給
水
や
簡
易
ト
イ
レ
の
設
営
、

救
出
救
助
訓
練
な
ど
の
訓
練
項

目
を
示
す
と
と
も
に
、
訓
練
の

指
導
や
講
師
と
し
て
、
陸
上
自

衛
隊
や
消
防
な
ど
公
的
機
関
の

ほ
か
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

災
害
避
難
所
の
環
境
改
善

防
災
訓
練
の
在
り
方
の

見
直
し
は

問問 答答

問答

要配慮者用仮設トイレ

髙
橋 

美
博
議
員

た
か

　は
し

　
　よし

　ひ
ろ
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
推
進
に
対
す
る
取
組

は
。

　
耳
の
聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
方
に
対

し
て
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣

や
窓
口
で
の
筆
談
対
応
に
加
え
、

福
祉
担
当
課
窓
口
へ
の
軟
骨
伝

導
式
集
音
器
の
配
置
、
ま
た
、

目
の
見
え
な
い
方
に
対
し
て
は
、

広
報
ふ
く
ろ
い
を
音
声
で
届
け

る
「
声
の
広
報
」
の
Ｃ
Ｄ
媒
体

で
の
提
供
な
ど
の
取
組
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
取

組
を
根
気
強
く
継
続
す
る
と
と

も
に
、
幼
少
期
か
ら
の
福
祉
教

育
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、
幅

広
く
人
権
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
権
意
識
の
高
揚

は
も
と
よ
り
、
日
常
の
偏
見
が

も
た
ら
す
差
別
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　官
民
協
働
で
共
生
社

会
を
進
め
る
た
め
の
市

の
考
え
は
。

　
各
企
業
の
取
組
を
調

査
す
る
な
ど
、
実
態
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
と

し
て
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活

動
の
中
に
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
ふ
く
ろ
い
、
や
ら
ま
い

か
通
信
の
活
用
や
、
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

視
点
に
よ
る
障
が
い
者
支
援

問答

問答

ブルーライトアップinFUKUROI

鈴
木 

功
三
議
員

す
ず

　き

　
　 こ
う

　ぞ
う

三豊市立西香川病院

◇10月14日～15日（行政視察研修）
　総合健康センター将来構想に対し、他市の事例を今後の参考とするため、行政視察を行いました。

　〈場所〉
10月14日　香川県三豊市「三豊市立西香川病院」
10月15日　愛知県名古屋市「偕行会城西病院」

　〈テーマ〉
・病院機能（病床機能・外来機能）の現状と課題について
・持続可能な病院経営（施設維持管理含む）における現状と
　課題について

◇11月７日（第４回）
　新しい総合健康センターの施設規模および施設の建設場所について前回に引き続き協議したほか、医療機
能（病院機能・在宅医療機能）の現状と課題、医療関係者などの意見を踏まえた今後の病院機能（在宅医療
機能含む）の可能性についての状況報告を受けました。

　《議　題》
（１）新しい総合健康センター（保健・介護・福祉・子育て機能）の施設規模および施設の建設場

所について（継続協議）
（２）医療機能の今後の方向性について（状況報告）

総合健康センター将来構想特別委員会

特別委員会レポート 　特別委員会は、特定の問題について審査・調査する
ために設置される委員会です。主な審査・調査内容を
お知らせします。

市議会議員と話そう　高校生との意見交換会

　若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや議会に関心を持ってもらうことを目的に、
市議会議員と高校生の意見交換会を行いました。グループワークで出された若者たちの思いや柔軟な
発想を今後の施策に反映できるよう、議会活動に努めてまいります。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】

フッピートーク２０２５～inふれあい夢市場～

　ふれあい夢市場のイベントブースでチラシの配布や市議会クイズにより市議会をPRするとともに、
アウトリーチ型の意見交換を行いました。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】
◇袋井こども交流館「あそびの杜」について
　・遊びのスペースは自由な空間とし、遊びを限定しないよう
　　にしてほしい。
　・学習スペースがあるとよい。

◇海のにぎわい創出プロジェクトについて
　・体験型のイベントをやってほしい。
　・砂の造形をやりたい。

答え
①○
②×（正解：4年）
③×（正解：25歳以上　他の要件も有り）

袋井特別支援学校

市議会○×クイズ

12月10日開催

11月  9日開催

[初級編]　①市議会は市民の代表が集まって話し合う場所である。
[中級編]　②市議会議員の任期は６年である。
[上級編]　③市議会議員には20歳になると立候補できる。

◇安心・安全なまちづくり～袋井市の防災～
　①地域の中でできることは
　・避難場所を確認しておく。
　・地域の防災訓練に参加する。
　②学校の中でできることは
　・簡易トイレや簡易ベッドなどの組み立ての練習をする。
　・非常食や備蓄品の確認をする。

袋井高等学校 12月17日開催

◇公共交通機関について（袋井高校の通学バスの改善）
　・バスの本数を増やすため、市のスクールバスが活用できないか。
　・地域住民のバス利用を促す方策も必要。

◇左利きにも優しい社会
　・左利き体験会で左利きの大変さを知ってほしい。
　・左利き用の商品を開発して販売してみたい。

◇女子高生発袋井市の魅力発信（若者が遊べる場所について）
　・地域の情報をまとめたスマートフォンアプリを作成する。
　・高校生バージョンの「#2961（ふくろい）ウオーク」を提案する。

◇小学生の体験学習の推進について（体験学習の質の保証について）
　・高校生による部活動体験を行う。
　・袋井茶を活用した体験活動を提案する。
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

　心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
推
進
に
対
す
る
取
組

は
。

　
耳
の
聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
方
に
対

し
て
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣

や
窓
口
で
の
筆
談
対
応
に
加
え
、

福
祉
担
当
課
窓
口
へ
の
軟
骨
伝

導
式
集
音
器
の
配
置
、
ま
た
、

目
の
見
え
な
い
方
に
対
し
て
は
、

広
報
ふ
く
ろ
い
を
音
声
で
届
け

る
「
声
の
広
報
」
の
Ｃ
Ｄ
媒
体
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三豊市立西香川病院

◇10月14日～15日（行政視察研修）
　総合健康センター将来構想に対し、他市の事例を今後の参考とするため、行政視察を行いました。

　〈場所〉
10月14日　香川県三豊市「三豊市立西香川病院」
10月15日　愛知県名古屋市「偕行会城西病院」

　〈テーマ〉
・病院機能（病床機能・外来機能）の現状と課題について
・持続可能な病院経営（施設維持管理含む）における現状と
　課題について

◇11月７日（第４回）
　新しい総合健康センターの施設規模および施設の建設場所について前回に引き続き協議したほか、医療機
能（病院機能・在宅医療機能）の現状と課題、医療関係者などの意見を踏まえた今後の病院機能（在宅医療
機能含む）の可能性についての状況報告を受けました。

　《議　題》
（１）新しい総合健康センター（保健・介護・福祉・子育て機能）の施設規模および施設の建設場

所について（継続協議）
（２）医療機能の今後の方向性について（状況報告）

総合健康センター将来構想特別委員会

特別委員会レポート 　特別委員会は、特定の問題について審査・調査する
ために設置される委員会です。主な審査・調査内容を
お知らせします。

市議会議員と話そう　高校生との意見交換会

　若い世代の意見を聞き、まちづくりの参考にすることや議会に関心を持ってもらうことを目的に、
市議会議員と高校生の意見交換会を行いました。グループワークで出された若者たちの思いや柔軟な
発想を今後の施策に反映できるよう、議会活動に努めてまいります。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】

フッピートーク２０２５～inふれあい夢市場～

　ふれあい夢市場のイベントブースでチラシの配布や市議会クイズにより市議会をPRするとともに、
アウトリーチ型の意見交換を行いました。

【意見交換のテーマといただいた意見の一部】
◇袋井こども交流館「あそびの杜」について
　・遊びのスペースは自由な空間とし、遊びを限定しないよう
　　にしてほしい。
　・学習スペースがあるとよい。

◇海のにぎわい創出プロジェクトについて
　・体験型のイベントをやってほしい。
　・砂の造形をやりたい。

答え
①○
②×（正解：4年）
③×（正解：25歳以上　他の要件も有り）

袋井特別支援学校

市議会○×クイズ

12月10日開催

11月  9日開催

[初級編]　①市議会は市民の代表が集まって話し合う場所である。
[中級編]　②市議会議員の任期は６年である。
[上級編]　③市議会議員には20歳になると立候補できる。

◇安心・安全なまちづくり～袋井市の防災～
　①地域の中でできることは
　・避難場所を確認しておく。
　・地域の防災訓練に参加する。
　②学校の中でできることは
　・簡易トイレや簡易ベッドなどの組み立ての練習をする。
　・非常食や備蓄品の確認をする。

袋井高等学校 12月17日開催

◇公共交通機関について（袋井高校の通学バスの改善）
　・バスの本数を増やすため、市のスクールバスが活用できないか。
　・地域住民のバス利用を促す方策も必要。

◇左利きにも優しい社会
　・左利き体験会で左利きの大変さを知ってほしい。
　・左利き用の商品を開発して販売してみたい。

◇女子高生発袋井市の魅力発信（若者が遊べる場所について）
　・地域の情報をまとめたスマートフォンアプリを作成する。
　・高校生バージョンの「#2961（ふくろい）ウオーク」を提案する。

◇小学生の体験学習の推進について（体験学習の質の保証について）
　・高校生による部活動体験を行う。
　・袋井茶を活用した体験活動を提案する。

ふくろい 市議会だより No.10013



ふくろい

市議会だより

Fukuroi City Council Newsletter

100号記念特集·····················２
11月定例会の概要·················４
常任委員会レポート················６
市政に対する代表質問············８
市政に対する一般質問·········· 10

令和8年2月1日

contents

発
　
行
／
静
岡
県
袋
井
市
議
会

編
　
集
／
広
報
広
聴
委
員
会

発
行
日
／
令
和
8
年
２
月
１
日

T
E
L（
0
5
3
8
）4
4
-3
1
4
3（
直
通
）  FA

X
(0
5
3
8
）4
4
-3
1
4
8

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.city.fukuroi.shizuoka.jp/

メ
ー
ル
アド
レ
ス
 gikai@

city.fukuroi.shizuoka.jp

〒
4
3
7
-8
6
6
6

袋
井
市
新
屋
一
丁
目
1
番
地
の
1

N
o.100

ふ
く
ろ
い
市
議
会
だ
よ
り

ふ
く
ろ
い

市
議
会
だ
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

植
物
性
イ
ン
ク
を

使
用
し
て
い
ま
す

No.100

Pickup

1
Pickup

2

コラム
column

　広報広聴委員会では「市民に開かれた議会」を目指し、
より多くの方との意見交換を行っていきたいと考えて
います。市民の皆さんの声は議会の議論を豊かにする
大切な力です。暮らしの中で感じたことをぜひお寄せく
ださい。分かりやすく参加しやすい議会づくりを進めて
いきます。

（広報広聴委員：鈴木功三）

暮らしの気づきを議会へ！
皆さんの声をお聞かせください！

【場所】 市役所５階議場および各委員会室
【時間】 午前９時から
【日程】 ２月 16日（月） 開会、議案の説明
  25日（水） 市政に対する一般質問
  26日（木） 市政に対する一般質問
  27日（金） 市政に対する一般質問
 ３月 ２日（月） 予算決算委員会（全体会）
  ３日（火） 予算決算委員会（分科会）
  ４日（水） 予算決算委員会（分科会）
  ５日（木） 常任委員会
  ６日（金） 常任委員会
  17日（火） 予算決算委員会（全体会）
  24日（火） 委員長報告～採決、閉会

２月市議会　定例会のお知らせ

＊変更となる場合があります

いっしょに未来の
ふくろいを創りましょう！

詳しくは 2ページへ ☞

詳しくは4ページへ ☞ ©袋井市

ふるさと納税事業などの
補正予算を可決
10億1,900万円を増額Pickup

3
詳しくは８ページへ ☞

市政に対する代表質問を
行いました

ふくろい市議会だより
100号記念特集

市制施行20周年記念

　袋井市議会では、市民の皆さまに開かれた議会をより一層推進するため、本会議の模様をイン
ターネットで生中継しています。
　また、本会議の録画映像もインターネットで順次公開しています。
※録画放送は原則として会議開催日の４日後（土日祝を除く）の午後から視聴できます。

②このボタンをクリック

①インターネット検索画面から で検索袋井市議会中継

③会議一覧からご覧になる会議を選択

市議会本会議の視聴方法

　本会議や常任委員会、特別委員会などの会議は原則として公開しており、どなたでも傍聴することができ
ます。 （本会議66人まで、委員会7人まで） 会議当日、市役所５階の議会事務局で受付の上、傍聴をお願い
します。 なお、本会議・委員会は進行状況により日程が変更となる場合もありますので、あらかじめ議会事
務局（４４－３１４３）へお問い合わせください。 なお、車いすでの傍聴もできます。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

ふくろい市議会だより

100100号記念

みんなで実践！ 5330運動　読み終わった広報紙はチラシや雑誌などと一緒に古紙回収へ


